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7．腰部交感神経節ブロック
　

　CQ24：腰部交感神経節ブロックは，腰部脊柱管狭窄症に有効か？

　解　　説：腰部交感神経節ブロックは，下肢の血流改善・発汗低下・交感神経
求心路が関与する痛みの緩和目的で臨床的に多く用いられている．一方，腰部脊
柱管狭窄症に対し，高周波熱凝固，神経破壊薬を用いた施行を含めて有効とする
エビデンスはない．
　腰部脊柱管狭窄症に対して，プロスタグランジン投与は効果を認め1)〔EV：Ⅰ , 
G2〕，静脈内投与で JOA スコア（日本整形外科学会腰痛疾患治療成績判定基準：
Japanese Orthopaedic Association score）と歩行距離が有意に改善した報告2)

〔EV：Ⅳb, G2〕があり，腰部交感神経節ブロックの血流改善作用は有用となり得
る3)〔EV：Ⅴ , G4〕．腰部脊柱管狭窄症 62 症例での有効率は 48.4％で，下肢の冷
感を伴う症例で有効率が高く，間欠跛行の改善が認められた報告4)〔EV：Ⅳb, G3〕
がある．また，腰部交感神経節ブロックは，腰痛の診断や治療に必要5)〔EV：Ⅴ , 
G3〕であり，罹病期間が短い馬尾障害型の腰部脊柱管狭窄症に有効となる可能性
を指摘している報告6)〔EV：Ⅵ , G3〕がある．
　ま と め：腰部脊柱管狭窄症に対し，腰部交感神経節ブロックが有効であると
するエビデンスはない．臨床では用いられており，有効性を示唆する報告はある．
有効性の有無を論じるには，比較試験を用いた更なる検討が必要である．
　推奨度　C

　CQ25：腰部交感神経節ブロックは，下肢末梢神経障害に有効か？

　解　　説：腰部交感神経節ブロックは，慢性痛（CRPS type Ⅰ，type Ⅱ，帯状
疱疹関連痛，断端部痛や下肢の血管性疾患）の診断・治療に適応がある7)〔EV：Ⅵ , 
G5〕とされており，交感神経依存性痛（SMP）の診断に役立つ8)〔EV：Ⅳb, G3〕．
　下肢末梢神経障害に対しての有効性を比較・検討している報告は認められな
い．交感神経ブロックが，難治性の痛みを伴う糖尿病性神経障害で痛みをやわら
げ，QOL を改善させた報告9)〔EV：Ⅴ , G4〕はある．急性期の熱傷後の激しい炎
症性痛や痛覚過敏には効果を認めない10)〔EV：Ⅲ , G3〕．アロディニアは，ブロッ
ク施行後の皮膚温上昇に相関して軽減する報告11)〔EV：Ⅳa, G2〕はある．
　下肢動脈閉塞性疾患や糖尿病性下肢虚血による痛みに対する腰部交感神経節ブ
ロックは，以前から有効とされ多用されているが，その有効性を示した文献は少
ない．糖尿病性下肢の虚血にフェノールを用いたブロックが有用であったとする
報告12)〔EV：Ⅴ , G4〕はあるが，最新のものはない．痛みを軽減させて潰瘍の治
癒を促進させる報告13)〔EV：Ⅳb, G3〕14)〔EV：Ⅳb, G3〕15)〔EV：Ⅰ , G2〕はある．
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　交感神経ブロックの役割を示したレビューでは，神経障害痛や虚血による痛み
に対して，明確な有効性を提示するには，更なる検討が必要であるとしてい
る15)．
　ま と め：下肢末梢神経障害に対して腰部交感神経節ブロックが有効であると
するエビデンスはない．臨床では，特に虚血性疾患による痛みを主として広く用
いられており，有効であることも少なくない．有効性の有無を論じるには，比較
試験を用いた更なる検討が必要である．
　推奨度　Ⅰ
　従来より臨床的には有効症例が経験されているが，controlled study が乏しい
ため推奨度は「I」とした．今後の研究が望まれる．
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